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調和食行動を測定する Intuitive Eating Scale-2(以下 IES-2とする)の日本語版を作成し、大学生
675 名を対象に質問紙調査を行ったところ、わが国においても、ポジティブボディイメージと適応













学 3年生から小学 6年生の児童 232名を対象として、ボディイメージの実態を把握するための質問
紙調査を行ったところ、わが国においても、ボディイメージの問題は児童期から生じていること、
およびその深刻さが示され、早期介入が必要であると考えられた。そこで、ポジティブボディイメ
ージの児童における適用可能性を検討するため、Body Appreciation Scale-2 for Childrenの日本







3 回のみとし、ボディイメージに関する懸念の有無にかかわらず、全ての児童を対象とする 1 次予
防的な心の健康教育プログラムを開発した。小学 3年生から小学 6年生の児童 161名を対象に有効
性を検討した結果、心の健康教育プログラムによって、ポジティブボディイメージが高まり、その
効果は 3ヵ月間維持されることが示された。 


















 平成 2年 1月 8日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判
定した。 
よって、著者は博士（心理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
